
.. ・.・; 
'•. ・.． .--'-'.--L 
-・ ~. " 

一----_・ • ・ • 

． 99 ・--:．} .. 
・ • ・ 

． 

ご‘r-̀-•し 'r人．一‘

、9
y -------------' 

—一——一ー•~-、一

Y' 

[、

バ
[
f
 /

V
(
:

＇
-
―
ー
ニ
:
•
9

二
‘
喜二心―

石ぃ`
ッ／;~r; 

言

>—

＼
冴
＼□
ー

7
危
，
看
戸
~
口
／1
l

/
|
l
h

へ

塁

□／
胃
ロ
―
-,i
五

ペヽ＇ 



§-i-

和，ー射 ＋1↓卜 1廿==----＝全
這- 4 1sz-nr;:e::~ 勺つ

》`
―-・決‘‘m

一

、

協

會

月

ヽ
．
 

ヽ 史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

第
四
集
第
一
競
目
次

昭
和
四
年
一
月
一
日
登
行

誓

大

耳

勝

一ヽ
事
務
移
管
に
際
し
て
…
•
•
;
.......... …
…
・
:
・
…
…
…
 ..... .
 

一ヽ
保
存
事
業
の
根
本
的
意
義
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
…
・
文
翌
塁
黒

一
、
名
勝
と
し
て
の
松
島
（
上
）
•
•
…
・
・
・
・
・
・
｀
…
…
…

．．．．．．．． 
疇

.

.

.

.

.

 

-
：
・
文
學
士
小

松
平
家
別
邸
の
庭
園
合
口
檜
解
眠
）
…
…
．．．．．．．．．．． 
；
・
・
・
'
·
…
…
•
…
·
:
·
·
·
•
·
•
•
·
·
·

........................ I
ヒ

一
、
日
本
列
島
に
於
け
る
熱
帯
性
並
亜
熱
帯
性
植
物
の
自
生
北
限
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
 ．．．．．． 

…
…
…
…
・
:
・
…
…
…
・
:
 ．．．．．．．．．． 
…
；
…
 ．．．．．．． 
…
…
 ．．．．．．．．．． 

衷
學
士
竹

‘
 

一
近
江
石
長
者
石
亭
翁
遺
物
に
題
す
：
．．．．．．．．．． 
…
 ．．．．．．．．．．．． 

狸
學
諒
士
白
井
光
太
郎
・
・
・
四
七

ヽ

l

-

―
日
の
旅
の
歌
日
紀
：
：
．．．．．．．． 
；
…
…
…
•
•
•
•
•
…
•
•
•
…
·
:
·
：
碧
學
博
士
西

ヘ，．

し

•••• 

；
 
••.•...•••..••••. 

i
:
 
．．．．．． 
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
宮
尾
し
げ
を
・
・
全

）
 

一
、
鯰
暉
行
脚
帖
ょ
晶

一
、
瑞
雲
紋
の
元
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:........................•............. 

。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
輪
善
之
助
・
・
・
蓋

一
、
『
新
ら
し
い
事
業
計
書
．．．．．．．．．．．． 
ー・・・・・・・・・……・・…...•. 

；・・・・・・・・・:
........................... ；： 
．．．． 
-q
入

）
 

一、北海道の秋上．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．』
．．．．．．．． 

c
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

一
、
績
下
野
圃
板
碑
年
表

・・・・・・・高

一
、
木
曾
駒
ヶ
岳
を
憶
ふ
・
'
:
............ 
`……•… 

...... ；
•
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
熊

文

••.••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

栃
木
縣
史
蹟
丸

調

査

委

員

••••••...•.••••••••••.••••••.•...•.••••.••••••••••••.••••••••••••••••.••.••••.....•..•..•••.. 

K
^
 

報

ー

第

四

同

太

平

洋

學

術

命

き

直

裔

保

存

問

題

1
事
務
移
管
僭
厚
ー
日
本
最
古
隧
道

ヽ

維 支
部
設
置
に
就
て

計
…
一

美
•
•
•
四

博・・・ニ

要・・
1
^

司
：
．．
 
豆
九

夫
．．． 

空

全
・
・
・
姦

南
；
・
・
:
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
:
 ．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
 ．．．．．．．．．．． 
九＿＿

開
塞
者
表
彰
會
ー
ー

會
津
松
平
家
別
邸
庭
園

我
邦
南
部
に
於
け
る
熱
帯
性
並
亜
熱
帯
性
樹
林
の
最
現

ロ
隻

山

瓦
澤

正

橋

城

川

義

方

中 倉 板

眸
田

主

四
＾



2
>
 

此
度
行
政
系
統
整
理
の
結
果
'
t
J

し
て
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
に
闊
す
る
事
務
が
、
内
務
省
か
ら
文
部
省
に
移
管
せ
ら
れ

又
総
會
の
決
議
に
依
つ
て
史
蹟
名
腕
天
然
紀
念
物
保
存
協
會
の
事
務
所
が
同
榛
文
部
省
内
に
移
さ
れ
、
新
に
私
が
會
長
の
席
を

稼
す
こ
マ
J

に
な

b
ま
し
た
。
就
き
ま
し
て
は
此
慮
に
靭
か
所
戚
を
述
べ
て
御
挨
拶
に
代
へ
た
い
マ
J

思
ふ
。

大
正
入
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
が
登
布
せ
ら
れ
て
以
末
、
内
務
省
に
於
ぎ
ま
し
て
は
銃
意
之
が
調
査
保
存
の
事

務
を
進
め
ら
れ
、
昨
年
末
ま
で
に
其
の
指
定
せ
ら
れ
た
も
の
炉
六
百
有
餘
件
の
多
き
に
逹
し
．
之
に
加
ふ
る
に
地
方
長
官
の
瑕

指
定
せ
る
も
の
を
以
て
せ
ば
、
蓋
し
其
の
数
は
勘
少
で
な
い
の
で
あ

b
ま
す
。
而
も
其
の
指
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
、
皇
室
闊

係
の
御
史
蹟
を
初
め
こ
し
て
、
各
種
各
様
の
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
で
、
特
に
天
然
條
護
濫
域
の
如
き
に
至
っ
て
は
廣
い
地
域

に
亘
っ
て
指
定
せ
ら
れ
、
優
に
所
謂
國
立
公
園
に
も
匹
敵
す
べ
き
程
の
も
の
で
あ
っ
て
、
同
法
の
活
用
に
依
つ
て
如
斯
大
な
る

仕
事
が
出
来
ま
し
て
、
其
の
顕
著
な
る
業
績
に
営
し
ま
し
て
は
、
國
内
は
申
す
に
及
ば
す
蓬
か
に
海
外
諸
國
の
注
意
を
も
喚
起

會

長

文

部

大

臣

勝

田

事

務

移

管

に

際

し

て

主

計

-1-
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く
立
派
な
業
績
を
畢
げ
ら
れ
た
こ
マ
J

は
全
く
敬
服
の
外
は
な
い
の
で
あ

b
ま
す
が
、
併
し
如
斯
朕
態
の
許
に
何
時
ま
で
も
仕
事

す
る
ま
で
に
至

b
ま
し
た
こ
と
は
、
全
く
内
務
常
局
の
御
熱
心
な
る
御
努
力
の
賜
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

此
度
の
事
務
移
管
に
際
し
ま
し
て
は
、
文
部
省
に
於
て
は
事
業
の
性
質
を
同
う
す
る
古
祉
寺
保
存
の
事
務
さ
併
せ
て
新
に
宗

教
局
に
保
存
課
を
設
け
ま
し
て
、
内
務
省
時
代
同
様
否
夫
れ
以
上
の
熱
心
さ
を
以
て
、
此
の
貴
軍
な
る
保
存
事
業
の
完
成
の
為

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
の
保
存
に
は
國
民
思
想
の
涵
養
マ
J

學
術
研
究
こ
の
雨
方
面
が
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
文
部

省
は
文
敢
の
府
こ
し
て
従
末
是
等
の
思
想
、
學
術
雨
方
面
に
瞬
す
る
事
務
を
専
ら
執

b
末
つ
て
居
る
の
で
あ

b
ま
す
か
ら
し

と
す
る
も
の
が
存
す
る
の
で
あ

b
ま
す
が
｀
此
の
思
想
の
善
導
マ
J

史
蹟
名
腔
天
然
紀
念
物
の
愛
護
保
存
11,-J

云
ふ
こ
9
J

は
、
極
め

て
密
接
不
離
の
闊
係
を
保
つ
も
の
で
あ
b
ま
す
か
ら
し
て
、
文
部
省
に
於
き
ま
し
て
は
、
斯
う
し
た
方
面
か
ら
も
此
の
事
業
を

見
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
乍
併
保
存
法
が
螢
布
せ
ら
れ
ま
し
て
既
に
十
年
、
其
の
礎
布
常
時
マ
J

今
日
に
於
き
ま
し
て
は
保

存
事
業
に
封
す
る
一
般
の
考
へ
方
な

b
、
叉
事
務
を
進
め
て
行
く
上
に
於
き
ま
し
て
も
、
著
し
ぎ
進
歩
の
痕
を
腺
か
に
認
む
る

マ
は
竺
云
ふ
も
の
A

、
不
幸
に
し
て
先
年
行
政
整
理
の
行
は
れ
ま
し
た
結
果
マ
J

し
て
、
史
蹟
名
腺
天
然
紀
念
物
調
査
會
の
官
制
は

磨
止
せ
ら
れ
、
保
存
費
も
班
ー
大
削
減
セ
見
る
に
至

b
ま
し
た
の
で
、
事
業
の
進
捗
上
頗
る
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
ま
し
た
の

み
な
ら
す
、
其
の
前
途
も
亦
頗
る
寒
心
す
べ
き
も
の
炉
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
如
斯
時
代
に
慮
し
て
内
務
常
局
が
前
述
の
如

を
進
め
て
行
く
こ
＜
J

は
賓
際
上
困
難
な
こ
と
で
あ
る
計

b
で
な
く
、
事
業
の
性
質
が
ら
云
つ
て
も
永
く
之
を
此
儘
に
放
任
し
て

置
く
可
き
も
の
で
は
な
い
マ
J

存
じ
ま
す
。
又
一
方
に
於
ぎ
ま
し
て
は
事
務
を
進
め
て
行
く
上
に
於
て
其
の
組
織
を
完
備
す
る

必
要
も
あ
る
か
も
知
れ
す
、
術
法
律
其
物
に
も
亦
幾
多
改
善
を
要
す
可
き
貼
が
存
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ

ば
是
等
の
諸
問
題
に
到
し
て
適
常
な
る
方
法
を
講
じ
な
い
上
は
、
累
に
完
全
な
る
保
存
事
業
は
望
ま
れ
な
い
か

Jゞ

も
考
へ
て
居

b
ま
す
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
本
事
業
は
國
マ
」
し
て
行
ふ
て
行
く
諸
般
の
文
化
的
施
設
事
業
の
中
に
於
て
も
極
め
て
霊
要
な
る
位

羅
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
保
存
法
登
布
以
後
未
だ
幾
多
の
歳
月
も
純
過
し
な
い
為
め
マ
」
、
且
つ
仕
事
炉
極
め
て
地
味
で
あ

る
た
め
に
一
般
屁
會
か
ら
は
術
充
分
に
事
業
の
性
質
な
b
債
値
な
b
が
理
解
し
認
め
ら
れ
て
居
な
い
か
に
考
へ
ら
る
A

の
で
あ

り
ま
す
。
凡
そ
文
化
國
マ
J

稲
せ
ら
る
A
も
の
で
、
斯
種
保
存
事
業
の
行
は
れ
て
居
な
い
國
が
な
い
の
み
な
ら
す
、
富
の
程
度
か

ら
見
て
も
文
化
の
程
度
か
ら
云
つ
て
も
一
段
と
低
い
國
々
に
於
て
さ
へ
既
に
行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
b
ま
し
て
、
我
が
國
の
如

く
金
甑
無
紙
の
國
慨
を
有
し
、
脈
史
は
永
く
、
景
勝
の
地
に
富
み
ま
た
天
然
紀
念
物
の
豊
か
に
存
す
る
國
に
於
き
ま
し
て
は
、

一
段
マ
J

之
を
尊
重
愛
護
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
マ
J

は
今
更
申
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
マ
J

な
の
で
あ
b
ま
す
が
、
今
や
本
事
業

も
盆
々
廣
＜
盆
々
深
く
而
し
て
愈
々
複
維
に
な
つ
て
参
b
ま
し
て
、
保
存
事
業
の
本
舞
壷
は
府
に
之
れ
か
ら
開
展
せ
ら
れ
ん

J々

す
る
に
際
し
ま
し
て
、
前
述
の
如
く
事
業
進
捗
上
に
横
は
る
幾
多
困
難
な
る
問
題
を
整
理
し
保
存
事
業
の
完
美
を
期
す
る
上
に

は
、
衷
心
か
ら
一
般
國
民
諸
君
特
に
本
協
會
々
員
諸
君
の
如
く
、
夙
に
本
事
業
を
理
解
し
同
情
を
寄
せ
ら
る
A

方
々
の
熱
心
な

る
御
援
助
御
鞭
糖
を
受
け
、
相
倶
に
其
の
目
的
を
達
成
し
た
い
も
の
9
J

存
じ
て
居
9
ま
す
。

て
、
此
貼
に
開
し
て
は
今
後
は
一
層
便
宜
な
こ
マ
J

が
紗
く
な
い
こ
マ
J

マJ
存
じ
ま
す
。

殊
に
近
来
の
世
相
に
鑑
み
思
想
善
導
を
急

め
に
努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
b
ま
す
。

（

二

）
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保
存
事
業
の
根
本
的
意
義

乍
ら
奥
の
保
存
の
意
義
に
就
て
果
し
て
。
さ
れ
だ
け
よ
く
一
般
に
諒
解
さ
れ
て
居
る
で
あ
ら
う
か
、

（

五

）

史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
更
殆
ん
ざ
こ
ヽ
に
繰
b
返
す
必
要
が
な
い
9
J

思
ふ
け
れ
ど
も
、
併
し

存
、
若
し
く
は
天
然
美
の
保
存
會
も
し
く
は
學
術
的
の
動
植
物
地
質
鎖
物
等
の
保
存
に
つ
い
て
、
或
は
古
文
明
の
史
的
資
料
た

る
が
鴬
め
に
、
或
は
山
川
湖
海
の
美
に
封
す
る
國
民
的
自
負
の
為
め
に
、
或
は
又
學
術
的
研
究
の
資
料
た
る
が
為
め
に
、
之
を

保
存
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
と
す
る
直
接
の
理
由
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
が
普
通
で
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
吾
々
は
も
つ

さ
踏
込
ん
で
其
の
根
本
に
な
る
べ
ぎ
基
礎
的
の
大
A

こ
な
意
義
を
保
存
事
業
の
上
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
の
で
あ

近
家
欧
洲
大
戦
争
以
後
に
於
て
、
殊
に
民
族
主
義
マ
J

云
ふ
こ
こ
が
高
潮
し
て
末
た
、
さ
う
し
て
泄
界
的
に
も
民
族
中
心
主
義

を
以
て
、
練
て
の
問
題
の
基
調
こ
す
る
こ
マ
J

に
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
共
の
民
族
な
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か

さ
云
へ
ば
、
同
じ
血
液
を
持
ち
、
同
じ
言
葉
を
持
ち
、
同
じ
信
仰
を
持
つ
所
の
人
々
が
―
つ
の
祉
會
園
證
セ
網
織
し
て
ゐ
る
も

の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
つ
の
國
家
の
下
に
統
制
さ
れ
て
、
こ
A

に
力
強
い
も
の
マ
J

な
b
現
れ
て
末
る
の
で
め
る
。

こ
の
同
じ
血
液
、
同
じ
言
葉
、
同
じ
信
仰
を
有
つ
て
ゐ
る
祉
會
園
謄
の
登
生
さ
進
展
マ
J

に
は
、
其
の
生
活
し
て
居
る
天
然
9
J

密

接
な
胴
係
を
保
つ
て
今
日
の
現
朕
に
及
ん
で
居
る
の
で
あ

b
、
決
し
て
偶
然
に
人
為
的
に
結
び
着
け
ら
れ
た

b
造
ら
れ
た
る
も

の
で
は
な
い
。

さ
う
す
れ
ば
其
の
生
活
の
環
境
が
現
在
に
到
着
す
る
ま
で
の
も
の
に
就
て
、
十
分
の
理
解
を
持
つ
て
居
る
民
族

な
ら
で
は
、
民
族
中
心
主
義
は
到
底
其
の
希
望
<
J

理
想
マ
J

を
焚
揮
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
此
の
意
味
に
於
て
、
過
去
に
於
て
吾
々
の
祖
先
以
末
造

b
上
げ
ら
れ
た
マ
J

こ
ろ
の
文
化
を
、
如
何
に
能
く
理
解
す
る
か

と
同
時
に
、
亦
其
の
過
去
の
永
い
間
に
、
吾
々
の
祖
先
の
住
ん
で
末
た
天
然
の
朕
態
が
如
何
で
あ
っ
た
か
さ
云
ふ
こ
と
を
、
最

も
能
く
知
る
こ
マ
J

が
民
族
中
心
主
義
を
強
め
る
の
に
必
要
で
あ
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
瞳
つ
て
吾
々
は
こ

の
意
味
に
於
て
所
謂
史
蹟
若
し
く
は
名
勝
、
若
し
く
は
天
然
紀
念
物
を
保
存
す
る
こ
マ
J

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
マ
J

に
な

る
炉
、
併
し
一
方
か
ら
考
へ
て
見
る
さ
、
吾
々
の
周
先
が
原
始
的
時
代
か
ら
高
い
文
化
を
持
つ
現
代
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
考

察
す
る
9
J
‘

寅
は
そ
の
環
境
の
天
然
を
破
壊
し
、
奮
文
明
を
破
壊
し
て
、
新
ら
し
い
祉
會
朕
態
を
造
b
出
す
努
力
に
依
つ
て
、

現
代
文
化
が
造

b
出
さ
れ
る
こ
マ
J

に
な
っ
た
'YJ

も
考
へ
得
ら
る
A

も
の
で
あ
っ
て
、
文
化
を
進
め
る
こ
云
ふ
こ
マ
J

A

、
天
然
を

保
存
す
る
9
J

云
ふ
こ
ご
は
、
雨
者
相
反
し
相
衝
突
す
る
か
の
戚
じ
が
あ

b
、
こ
A

に
所
謂
保
存
事
業
な
る
も
の
に
一
抹
の
暗
雲

炉
横
は
る
こ

y`
J

は
、
吾
人
の
隠
2

遣
遇
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
常
面
の
利
念
問
題
、
即
ち
産
業
工
業
等
の
登
逹
ビ
闊
聯
し

て
、
こ
の
衝
突
は
最
も
著
し
く
、
現
に
保
存
事
業
の
上
に
屡
ー
大
な
る
問
題
マ
J

な
っ
て
現
は
れ
て
居
る
。
共
の
賓
例
は
甚
だ
紗

る。

文
學
博
士

里、..、

板

只
箪
に
歴
史
的
古
蹟
の
保

勝 （四）

美
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く
な
い
が
、
昨
年
も
問
題
に
な
っ
た
備
後
の
帝
膵
峡
の
水
電
工
事
の
如
き
は
、
其
の
顕
著
な
一
例
マ
」
し
て
、
多
く
の
人
々
に
記

憶
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
賓
で
あ
る
。
故
に
一
方
か
ら
は
保
存
事
業
は
如
何
に
も
守
奮
的
な
頑
固
な
思
想
の
上
に
起
さ
れ
て
居
り
、

甚
し
き
は
之
を
一
種
の
骨
董
的
の
も
の
の
や
う
に
諜
解
さ
る
＞
こ
'
t
J

も
勘
く
な
い
や
う
に
思
は
れ
ろ
。
そ
こ
で
こ
＞
に
生
す
る

霊
要
な
問
題
は
文
明
の
進
歩
に
は
天
然
を
破
壊
す
る
こ
マ
」
が
主
な
る
手
段
で
あ
る
か
如
何
か
、
い
ひ
換
ふ
れ
ば
過
去
の
文
明
を

破
壊
し
天
然
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
文
明
を
進
歩
せ
し
む
る
こ
と
炉
出
末
な
い
か
こ
い
ふ
こ
'
t
J

に
移
る
の
で
あ
る
が
、
此
黙
に
就

て
は
吾
人
は
此
虞
に
人
類
の
全
盛
か
ら
し
て
も
、
よ
し
過
去
に
於
て
さ
う
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
牌
末
も
さ
う
で
な
く
て

は
な
ら
ぬ
か
如
何
か
マ
J

、
い
ふ
こ
と
に
確
固
'
J
J

し
た
思
想
を
造
つ
て
置
く
こ
こ
が
必
要
で
あ
る
。

先
づ
原
始
時
代
か
ら
の
人
類
の
登
逹
を
此
廊
に
同
顧
し
て
見
や
う
、
な
る
程
、
或
る
姑
ま
で
破
壊
を
意
味
す
る
戦
争
は
確
に

文
明
を
進
め
た
最
も
大
な
る
前
機
に
な
っ
た
。
又
自
然
の
山
や
野
が
開
か
れ
て
市
街
が
出
来
た
り
、
田
や
畑
が
出
末
た
の
も
、

天
然
を
破
壊
し
て
所
謂
人
類
の
文
化
が
段
々
進
ん
で
末
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
如
何
に
多
く
天
然
セ
征
服
し
ゃ
う
か
マ
J

い
ふ

の
が
、
文
明
を
進
む
る
上
に
人
類
の
大
き
な
努
力
で
あ
っ
た
。
然
し
な
炉
ら
、
J
l
t
の
大
潮
流
は
要
す
る
に
主
と
し
て
物
質
文
明

を
進
め
る
上
に
於
て
の
み
正
し
い
順
序
を
追
ふ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
物
質
文
明
は
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
這
入
っ
て
末

て
、
吾
々
人
類
が
最
早
其
の
弊
に
堪
え
ら
れ
な
く
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
元
末
吾
々
の
文
明
に
封
す
る
目
的
は
人
類
の
幸
祗

人
類
の
平
和
を
壻
進
す
る
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
此
の
物
質
文
明
の
極
ま
れ
る
虞
を
見
る
に
、
寧
ろ
吾
人
に
過
大
な
ろ

脅
威
マ
J

過
大
な
る
負
搬
マ
」
を
典
え
つ
A

あ
る
の
で
、
即
ち
世
界
全
慨
の
不
安
は
い
ふ
に
及
ば
す
、
各
民
族
炉
す
べ
て
日
一
日
マ
」

そ
の
不
安
を
物
質
的
に
増
長
せ
し
め
つ
A

あ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
二
十
世
紀
に
入
っ
て
の
大
登
明
に
ー
は
飛
行
機
炉
あ
る
、
滸

航
艇
が
あ
る
。
天
然
を
征
服
し
て
、
物
質
文
明
に
一
時
代
を
劃
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
飛
行
機
や
濫
航
艇
は
吾
々
の
安
ら

か
な
生
活
に
到
す
る
大
き
な
脅
威
マ
J

な
つ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
自
ら
進
め
た
文
明
の
力
に
依
つ
て
自
ら
恐
れ
お
び
え
て
居
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
現
欣
が
、
物
質
文
明
の
高
潮
に
逹
し
た
た
め
マ
J

す
れ
ば
、
明
か
に
自
家
撞
着
で
は
な
い
か
、
叉
若
し
天
然
を
破
壊

す
る
こ

J々

が
現
に
吾
人
の
有
て
る
文
明
の
理
想
9
J

し
て
、
其
の
最
後
を
想
像
す
る
n
f

」
、
吾
々
人
類
の
居
住
す
る
世
界
全
部
を
畢

げ
て
破
壊
す
る
こ
9
J

が
、
文
明
の
極
度
竺
H
ふ
こ
と
に
な
っ
て
末
る
。
夫
れ
は
吾
々
人
類
夫
れ
自
身
の
滅
亡
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
吾
々
は
此
の
人
類
の
滅
亡
に
到
つ
て
進
み
つ
A

あ
る
こ
マ
J

を
意
識
す
る
時
に
、
誰
加
戦
慄
を
禁
す
る
能
は
ざ
る
も

の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
吾
々
人
類
の
有
つ
ぺ
き
文
明
の
理
想
は
完
全
な
る
世
界
平
和
の
建
設
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
完
全

な
る
世
界
平
和
の
建
設
は
要
す
る
に
従
末
吾
人
の
有
つ
て
ゐ
た
天
然
の
破
壊
征
服
の
代
り
に
、
此
の
天
然
其
の
も
の
マ
ニ
同
化
し
、

天
然
其
の
も
の
の
中
に
完
美
な
る
文
化
生
活
が
出
末
る
や
う
に
文
明
を
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
今
一
た
び
吾
々

は
原
始
時
代
に
向
つ
て
同
顧
し
て
見
や
う
。
原
始
時
代
人
類
の
祉
會
生
活
が
賓
に
天
然
こ
同
化
し
や
う
か
マ
」
云
ふ
こ
'
t
J

に
、
無

意
識
に
も
如
何
に
深
き
考
慮
セ
彿
は
れ
て
ゐ
た
か
を
、
誰
も
見
遁
す
こ
マ
J

の
出
末
な
い
事
賓
が
存
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
而
し

て
原
始
人
が
天
然
に
封
し
て
非
常
に
崇
敬
を
擁
ひ
其
の
結
果
所
謂
天
然
祟
邦
を
信
仰
の
上
に
造
つ
て
居
る
の
は
、
世
界
的
に
見

る
こ
<
J

が
出
末
る
の
で
あ
る
。
我
國
で
云
へ
ば
、
伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
の
雨
尊
が
此
の
大
八
島
國
を
産
み
、
山
を
産
み
川
を

産
み
給
ふ
た
マ
J

い
ふ
軸
話
に
は
、
北
ネ
の
山
川
國
士
が
皆
そ
れ
卜
＼
紳
<
J

し
て
現
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
是
は
取
り
も
直
さ
す

G
＞̂
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ら
ぬ
。

態
け
る
朕
態
に
な
っ
て
末
て
、
殆
ん
ぐ
」
一
種
の
遊
覧
氣
分
で
登
山
す
る
や
う
に
綾
化
し
て
末
た
こ
'
Y
J

は
、
山
岳
そ
の
も
の
A

崇
厳
紳
秒
の
偉
大
さ
に
到
す
る
憧
憬
崇
邦
が
段
々
跡
を
没
し
て
末
る
の
で
あ
っ
て
、
吾
人
の
現
に
目
撃
し
つ
A

あ
る
所
で
な
い

か
。
然
る
に
前
に
も
い
っ
た
や
う
に
原
始
時
代
を
通
過
し
て
、
だ
ん
l
＼
文
化
を
有
す
る
階
段
に
逹
す
る
ご
、
世
界
一
般
に
自

省
を
加
へ
て
、
原
始
時
代
に
節
つ
て
天
然
さ
同
化
す
る
マ
J

い
ふ
こ
マ
J

に
考
へ
つ
く
で
あ
ら
う
。

た
ゞ
併
し
原
始
時
代
は
理
想
の
な
い
、
叉
人
類
の
間
に
統
制
の
な
い
天
然
同
化
時
代
で
あ
っ
た
、
ざ
う
し
て
も
吾
人
の
牌
末

に
要
求
す
る
も
の
は
、
理
想
あ

b
、
統
制
あ
る
天
然
同
化
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

C

九）

此
の
統
制
あ
b
理
想
あ
る
天
然
同
化
を
、
此
虞
に
如
何
に
し
て
出
現
す
べ
含
か
、
帥
ち
現
代
の
堪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
物
質
文
明

の
桂
桔
か
ら
方
向
を
轄
換
し
て
、
新
ら
し
吾
理
想
的
世
界
を
造
b
出
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
其
の

第
一
歩
マ
r
し
て
は
天
然
奪
重
マ
J

い
ふ
こ
さ
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
し
か
も
過
去
の
文
化
の
幾
遷
し
た
跡
を
見
る
こ
、
吾
々
は
第

一
の
天
然
、
第
二
の
天
然
、
第
一
1

一
の
天
然
、
第
四
の
天
然
な
る
も
の
を
登
見
す
る
の
で
あ
る
。
例
せ
ば
此
虞
に
或
る
天
然
の
平

野
が
あ
っ
た
、
是
は
第
一
の
天
然
さ
稲
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
―
つ
の
市
街
が
出
末
た
マ
J

す
る
マ
J

、
第
一
の
天
然

は
既
に
幾
分
か
破
壊
せ
ら
れ
た
に
相
異
な
い
が
、
之
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
と
含
、
こ
の
町
が
平
野
の
中
に
ー
つ
の
景
色

Jゞ

な
っ

て
現
れ
、
亦
天
然
の
平
野
の
一
部
マ
J

認
め
て
差
支
な
い
も
の
に
な
っ
て
居
る
．
叉
道
路
が
出
末
、
並
樹
が
植
ゑ
ら
れ
、
橋
が
架

け
ら
れ
る
、
．
さ
う
し
て
そ
こ
に
過
去
人
類
の
文
化
の
或
る
階
段
が
、
第
二
、
第
一
ニ
・
・
・
・
・
・
の
天
然
マ
J

し
て
存
在
す
る
マ
J

せ
ば
、
こ

の
各
階
段
の
文
化
に
現
れ
て
ゐ
る
天
然
も
ま
た
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
現
在
に
於
て
吾
々
の
考
ふ
可
き

こマ
J

は
、
如
何
に
し
て
目
前
に
展
開
す
る
天
然
を
尊
重
し
て
、
継
て
の
耽
會
生
活
を
進
め
て
行
く
か
マ
J

い
ふ
こ
と
で
あ

b
、
同

時
に
過
去
の
文
化
の
階
段
を
示
す
天
然
を
も
同
時
に
保
護
し
尊
重
す
る
こ
マ
J

は
、
完
全
な
る
理
想
的
世
界
の
建
設
に
向
つ
て
第

一
歩
を
進
め
る
の
で
あ
っ
て
、
此
虞
に
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
の
保
存
の
根
本
的
意
義
炉
存
在
す
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な

此
の
こ
マ
」
は
亦
國
家
的
に
も
考
察
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
今
こ
A
に
細
論
す
る
暇
は
な
い
が
、
先
づ
愛
國
思
想
な
る
も
の

は
、
之
を
一
言
に
し
て
蓋
せ
ば
國
を
大
事
に
す
る
さ
云
ふ
こ
9
J

を
意
味
す
る
の
で
あ

b
、
國
を
大
事
に
す
る
さ
云
ふ
こ
9
J

は
箪

に
商
工
業
マ
J

か
、
國
際
的
胴
係
に
於
て
國
力
を
充
宵
す
る
マ
J

云
ふ
や
う
な
こ
9

よ
町
り
で
な
く
、
國
其
の
も
の
を
美
し
い
も
の
に

し
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
で
あ
る
C

其
の
國
を
美
し
い
も
の
に
す
る
に
は
、
物
質
文
朋
に
禍
ひ
せ
ら
れ
破
壊
溶
れ
つ
A

の
で
あ
る
が
、

此
の
過
去
文
朋
の
大
潮
流
は
現
に
行
含
詰
つ
て
、
吾
々
は
そ
の
弊
に
堪
へ
得
な
い
ご
す
れ
ば
、

こ
A
に
一
大
反

然
崇
弄
が
少
く
な
つ
て
末
て
、
所
謂
天
然
破
壊
が
如
何
に
も
文
朋
の
進
歩
で
あ
る
か
の
や
う
に
思
っ
て
、
遂
に
今
日
に
及
ん
だ

ツ
の
場
所
マ
J

し
て
運
動
場
の
一
種
に
考
へ
た

b
又
敬
虔
な
心
で
六
根
消
淫
を
唱
へ
な
が
ら
登
つ
た
場
所
に
、

ケ
ー
ブ
JV
カ
ー
を

に
心
を
寒
う
す
る
も
の
が
存
す
る
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
、
例
へ
ぱ
近
末
登
山
熱
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
山
岳
を
一
種
の
ス
ポ
ー

れ
て
居
る
虞
が
勘
く
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
山
川
國
士
に
封
す
る
思
想
が
現
在
如
何
に
菱
化
し
つ
A

あ
る
か
を
考
へ
る
マ
J

賓

其
の
天
然
崇
邦
が
我
國
で
は
幸
に
今
日
ま
で
幾
分
か
遺
つ
て
居
b‘

膊
祉
佛
閣
9
J

結
び
着
い
て
紳
珈
争
な
る
場
所
マ
J

し
て
考
へ
ら

吾
々
の
祗
先
が
其
の
山
川
國
士
を
如
何
に
大
事
に
し
、
之
を
尊
重
し
た
結
果
之
に
呻
格
を
典
へ
た
も
の
<
J

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

ĉ
＞
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あ
る
天
然
を
保
護
す
る
こ
マ
J

炉
、
そ
の
主
な
る
事
業
で
あ
る
の
は
こ
A

に
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
こ
9
J

で
あ
る
。
殊
に
我
が
日

本
の
や
う
に
國
が
肇
つ
て
以
来
、
皇
室
'
t
J

國
土
々
」
國
民
と
相
離
る
可
か
ら
ざ
る
歴
史
を
持
つ
て
居
る
こ
マ
」
に
於
て
、
外
の
諸
國

よ
り
も
此
の
意
義
が
更
に
最
も
大
な
る
こ
＜
」
を
考
へ
さ
せ
ら
る
A

の
で
あ
る
。
然
ら
ば
則
ち
こ
の
國
家
思
想
マ
J

、
人
類
と
し
て

の
理
想
的
世
界
建
股
の
思
想
マ

J‘
此
の
二
つ
の
姑
か
ら
所
謂
保
存
事
業
が
根
本
的
に
大
な
る
意
義
を
有
す
る
か
は
更
に
論
す
る

必
要
が
な
い
'
t
J

思
ふ
。
之
に
依
つ
て
吾
人
は
現
在
に
於
け
る
物
質
文
明
'
I
J

保
存
事
業
さ
炉
相
衝
突
し
、
又
は
相
禍
せ
ら
れ
る
時

に
於
て
は
、
こ
の
詰
を
根
本
的
に
考
察
を
加
へ
て
、
虞
す
る
y
J

こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

保
存
協
會
の
事
業
は
一
面
に
於
て
賓
際
に
國
家
の
保
存
事
業
を
粟
賛
す
る
と
同
時
に
、
國
家
の
保
存
に
洛
し
な
い
も
の
に
就

て
も
、
出
末
る
だ
け
廣
く
保
存
に
注
意
を
加
ふ
る
こ
マ
J

に
到
し
て
努
力
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
保
存
事
業

の
根
本
的
意
義
を
充
分
に
諒
解
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
完
全
に
圃
滴
に
遂
行
せ
ら
る
A

も
の
と
は
自
分
は
信
じ
な
い
。

品
昭
和
三
年
十
二
月
九

8
)

2
O
)
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■第
四
集
な
出
す
に
常
つ
て
。
過
ざ
し
三
ケ
年

な
同
顧
し
、
北
＾
虞
に
幾
佃
の
進
歩
が
あ
っ
た
か

ぐ
J

れ
だ
け
内
容
が
充
寅
し
た
か
さ
思
ふ
さ
、
全

く
心
輝
く
な
ら
ざ
ろ
を
得
な
い
0

編
斡
上
の
問

題
に
関
し
て
も
年
来
の
懸
案
を
解
決
し
て
大
に

積
極
的
に
進
む
ぺ
く
、
今
ゃ
老
案
中
で
あ
ろ
か

ら
し
て
、
不
遠
賀
現
さ
れ
ぞ
ー
~
J
~信
じ
大
に

築
し
み
さ
致
し
て
居
ろ
0

.

麿
編
輯
部
さ
し
て
に
編
輯
委
員
合
の
復
活
が
必

要
で
あ
ろ
又
地
方
並
信
部
を
新
設
す
る
必
要
な

認
め
ろ
°
有
力
な
ろ
編
輯
委
員
合
の
活
動
に
依

つ
て
内
容
な
精
選
し
て
尊
い
誌
面
な
無
駄
の
無

い
も
の
に
し
た
い
。
地
方
湿
信
に
依
つ
て
地
方

の
賎
況
か
悉
知
し
た
い
。
日
＜
坐
ら
に
し
て
‘

指
定
す
べ
き
如
何
註
ろ
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

が
何
虞
に
如
何
な
ろ
吠
態
の
下
に
存
在
す
ろ
か

ま
た
指
定
せ
ら
れ
た
も
の
は
如
何
な
ろ
昧
態
に

於
て
保
存
せ
ら
れ
て
居
ろ
か
、
等
：
．．
 
之
な
誌
上

に
於
て
一
目
瞭
然
た
ら
し
め
た
い
。

11本
協
合
の
存
在
並
に
本
誌
礎
行
の
根
本
的
意

義
は
保
存
思
想
の
涵
養
さ
其
の
普
及
に
存
す
る

の
で
あ
ろ
0

荷
も
之
に
相
反
す
ろ
が
如
き
こ
~
J が

・
；
打

ご
又
吋
魯
i}這
望
約
％
晏

Jt乳盈
箇
岱
1u9ff

あ
る
に
於
て
は
正
々
堂
々
の
論
暉
を
張
つ
て
、

存
在
の
根
本
義
な
闊
明
に
し
撒
底
く
・
し
め
て
行

か
れ
け
れ
ば
な
ら
ね
0

さ
云
ふ
は
易
く
さ
て
寅

行
さ
な
る
マ
J

仲
々
困
難
さ
は
思
ふ
が
、
今
後
大

に
そ
の
寅
現
の
鈴
め
に
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
。

園
本
年
は
新
機
事
業
り
創
役
さ
共
に
支
部
増
設

含
員
葉
集
の
岱
め
に
稜
極
的
活
動
な
開
始
す
ろ

蹂
定
で
、
本
蒜
も
一
大
噌
刷
を
断
行
し
た
、
之

れ
が
熔
め
に
お
豪
所
は
仲
々
苦
し
い
ら
し
い
が

勤
倹
力
行
し
て
此
の
陣
閲
を
打
開
し
第
五
集
の

此
の
記
を
杏
く
頃
に
は
笑
つ
て
一
年
の
背
花
追

懐
・
し
た
い
。

国
岸
本
文
跛
士
其
他
か
ら
頂
い
大
原
縞
で
編
輯

の
都
合
上
1

一
月
競
以
後
に
廻

L
た
も
の
が
紗
＜

な
い
不
悪
御
諒
怒
な
願
び
ま
す
。

園
従
来
は
豫
定
以
上
に
頁
敷
な
増
加
し
た
の
で

す
が
、
何
時
ま
で
し
之
な
梃
繹
す
き
一
さ
は
事

情
が
許
さ
な
い
か
ら
、
1

一
月
姻
か
ら
は
豫
定
頁

に
い
た
し
キ
6

す
。
左
様
御
ホ
知
が
願
い
た
い
。

匿
本
詰
が
皆
さ
ま
の
お
机
の
上
に
置
か
れ
ろ
朝

に
は
、
あ
け
ま
・
し
て
お
芽
出
度
ご
ざ
い
ま
す
さ

全
く
新
年
氣
分
の
浴
れ
て
居
る
こ
さ
で
也
う
。

t
：
う
か
本
年
も
不
相
轡
否
倍
藷
の
御
鞭
鍵
御
按

助
な
切
に
所
り
上
げ
ま
す
る
葉
）
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成 致 會 昭
下 さ に 和
度 れ 於

一. 

會
一

此 候 て 年
段 間 下 十
及 左 記

一

. 

牛＂ 會 様 の 月
牛口 御 如 七
候 承 ＜ 日
也 知 議 の
被 決 龍1

第第 第 第
九二 参^ 九 二史

賊評合長條條 閂昭 條 條 蹟
員‘合本 ォ
以副長合 ＝ [] 

中ム中名下企9ュ ノヽノ‘

年 7 
ノ長~内本 → 大膀
任期 ‘ 務 部 十 的 手天評大チ

史
)ヽ議臣東 務 町然
二員チ京 月 大一

蹟
ケ＞、以市 七 但 丁紀年名デ麹 II 

名
ト巻之町

提 ヲ 目 今Jじらヽ
ス｛餞二固

勝
卜充大 出

一
一物

ステ手 文 番地 1呆
天

刷町
部令ヽユ — 勺存

然
長 T 大
以目 臣 ゴ協

紀
下二 L- 元會
會ク、 番地

裔
二 衛規

長ニ 改
町ー 則ノ置 ム

指名 キ T 中
保 卜 餌宜

リ改
存

ス支

部 番正

協會
チ

各 L 地ノ
地

二件二

置
改ク

記
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